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 我々は、反強磁性と強誘電性を示すマルチフェロイック物質 TmMnO3に、強磁性付与を

目的とした Mnの Co 置換を行い、その構造と物性を評価してきた。TmMnO3は常圧合成で

は六方晶構造となるが、TmMn0.5Co0.5O3 は常圧合成でもペロブスカイト型斜方晶構造が安

定である。その零磁場冷却磁化は 60 K以下で強磁性的に増加してピークを示し、ピーク磁
化の値はこの Co 置換系で最大となった。さらに Co 置換量を増加させた TmMn0.3Co0.7O3

では 20 K以下で負の磁化を示し、これは Tm がMn や Coの作る内部磁場に対して反強磁
性的に寄与するためと考えられた。そこで本研究では、複数の磁性元素で構成されている

TmMn0.5Co0.5O3において、Tm を 4f電子の寄与がなく非磁性の Yや Luで置換することによ
り、Tm の持つ磁気的役割について調べることを目的とした。 
 試料は常圧下での固相反応法により濃度範囲 0≦y≦1 で作製した。各試料に対して粉末
X線回折測定と磁化測定を行い、その構造と物性を評価した。 
 粉末X線回折測定からTm1-yRyMn0.5Co0.5O3(R=Y, Lu)(y = 0 ~ 1.0)の構造に変化はなかった。 
 Fig.1に Yと Lu置換系の y = 0、0.5、1.0の逆磁化率の温度依存性を示す。いずれの試料
も約 130 K以上の高温域では Curie-Weiss 則に従う常磁性を示した。置換量が増えるにつれ
て有効磁気モーメントは減少し、y = 1.0 では Yと Lu置換ともに約 4.2μB / 磁性原子であ
った。このことから YMn0.5Co0.5O3 と LuMn0.5Co0.5O3の Mn と Co は同じイオン状態にある
と考えられる。Fig.2 に Fig.1 と同じ試料の磁化率の温度依存性を示す。Y 置換では濃度の

増加に伴い、約 90 K 以下の低温域で強磁性的な磁化が増加する温度は上昇し、そのピーク
磁化の値は増加した。一方、Lu 置換では濃度の増加に伴い、ピーク磁化の値は減少した。
このように Yと Luの y = 1.0 の常磁性領域が同じ磁気的状態にあると考えられるにもかか
わらず、低温域では全く異なる傾向を示した。この原因は現在検討中である。 

Fig. 2 零磁場冷却磁化率の温度依存性 Fig. 1 磁場中冷却逆磁化率の温度依存性 
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